


	



	夏目先生と滝田さん




	芥川龍之介












　私わたしがまだ赤門あかもんを出でて間まもなく、久米正雄君くめまさおくんと一いちノ宮みやへ行いった時ときでした。夏目先生なつめせんせいが手紙てがみで「毎木曜日まいもくようびにワルモノグイが来きて、何なんでも字じを書かかせて取とって行ゆく」という意味いみのことを云いって寄越よこされたので、その手紙てがみを後のちに滝田たきたさんに見みせると、之これはひどいと云いって夏目先生なつめせんせいに詰問きつもんしたので、先生せんせいが滝田たきたさんに詫わびの手紙てがみを出だされた話はなしがあります。当時とうじ夏目先生なつめせんせいの面会日めんかいびは木曜もくようだったので、私達わたしたちは昼ひる遊あそびに行ゆきましたが、滝田たきたさんは夜よる行いって玉版箋ぎょくばんせんなどに色々いろいろのものを書かいて貰もらわれたらしいんです。だから夏目先生なつめせんせいのものは随分ずいぶん沢山たくさん持もっていられました。書画しょが骨董こっとうを買かうことが熱心ねっしんで、滝田たきたさん自身じしん話はなされたことですが、何なにも買かう気きがなくて日本橋にほんばしの中通なかどおりをぶらついていた時とき、埴輪はにわなどを見附みつけて一時間いちじかんとたたない中うちに千円せんえんか千五百円分せんごひゃくえんぶんを買かったことがあるそうです。まあすべてがその調子ちょうしでした。震災しんさい以来いらいは身体からだの弱よわい為ためもあったでしょうが蒐集癖しゅうしゅうへきは大分だいぶ薄うすらいだようです。最後さいごに会あったのはたしか四五月頃しごがつごろでしたか、新橋演舞場しんばしえんぶじょうの廊下ろうかで誰たれか後うしろから僕ぼくの名なを呼よぶのでふり返かえって見みても暫しばらく誰たれだか分わからなかった。あの大おおきな身体からだの人ひとが非常ひじょうに痩やせて小ちいさくなって顔かおにかすかな赤味あかみがある位くらいでした。私わたしはいつも云いっていたことですが、滝田たきたさんは、徳富蘇峰とくとみそほう、三宅雄二郎みやけゆうじろうの諸氏しょしからずっと下くだって僕等ぼくらよりもっと年としの若わかい人ひとにまで原稿げんこうを通つうじて交渉こうしょうがあって、色々いろいろの作家さっかの逸話いつわを知しっていられるので、もし今後こんご中央公論ちゅうおうこうろんの編輯へんしゅうを誰たれかに譲ゆずって閑ひまな時ときが来くるとしたら、それらの追憶録ついおくろくを書かかれると非常ひじょうに面白おもしろいと思おもっていました。
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